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秩
父
往
還
の
起
点
を
訪
ね
て

　

今
で
は
秩
父
を
通
る
国
道
140
号
線
を
車
で
熊

谷
か
ら
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
山
梨
へ
３
時

間
弱
あ
れ
ば
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨

年
、
皆
野
か
ら
秩
父
バ
イ
パ
ス
も
で
き
、
ま
す

ま
す
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
は
札
所
巡
り
、
神
社
め
ぐ
り
の
ほ
か
、

春
は
花
、
夏
は
渓
流
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
氷
柱

な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
自
然
を
楽
し
む
た
め
訪

れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
秩
父
地
域
は
札
所
巡
り
や
神
社

へ
の
参
拝
者
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
時
の
秩
父
へ
の
道
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
熊
谷
か
ら
秩
父
を
通
り
、
栃

本
関
所
を
抜
け
、
雁
坂
道
を
通
っ
て
甲
州
に
抜

け
る
の
に
何
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

昔
の
ロ
マ
ン
を
解
き
明
か
す
た
め
、
昨
年
12

月
の
公
開
講
座
に
「
埼
玉
県
立
自
然
と
民
俗
の

博
物
館
」
の
杉
山
正
司
主
任
専
門
員
を
お
招
き

し
て
、
秩
父
へ
の
道
、
秩
父
往
還
に
つ
い
て
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
秩
父
へ
の
メ

イ
ン
の
道
、
熊
谷
通
・
江
戸
道
は
巡
礼
の
道
と

し
て
、
ま
た
公
用
の
道
と
し
て
大
き
な
役
割
が

あ
っ
た
こ
と
、
川
越
道
、
吾
野
道
・
名
栗
道
は

江
戸
か
ら
最
短
と
い
う
こ
と
で
巡
礼
の
道
と
し

て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
吾
野
道
・
上

州
道
は
絹
の
道
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
し
て
の
役

割
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
雁
坂
道
・
甲
州
道

は
商
人
が
往
来
し
た
道
と
し
て
の
役
割
な
ど
、

秩
父
へ
の
道
の
役
割
が
多
岐
に
亘
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
後
、
秩
父
往
還
の
起
点
に
な

る
熊
谷
市
石
原
の
道
標
を
見
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
道
標
を
訪
ね
ま
し
た
。
秩
父
往
還
道
志
る

べ
は
、
東
京
方
面
か
ら
国
道
17
号
線
旧
道
を
進

み
、
熊
谷
市
街
の
八
木
橋
と
い
う
デ
パ
ー
ト
を

通
過
し
、
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
の
石
原
の
「
か

め
の
道
公
園
」
内
に
あ
り
ま
し
た
。

　

写
真
で
見
る
と
大
き
さ
が
分
か
ら
な
い
で
す

が
、
三
つ
あ
る
う
ち
、
中
央
の
道
標
は
約
２

ｍ
、
左
右
は
１
ｍ
65
㎝
ほ
ど
あ
る
立
派
な
道
志
る

べ
で
し
た
。
彫
り
も
大
き
く
は
っ
き
り
し
て
お

り
、
分
か
り
や
す
く
、
正
に
昔
の
案
内
板
と
し

て
の
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
杉

山
さ
ん
の
お
話
し
い
た
だ
い
た
内
容
が
道
志
る

べ
に
は
、
は
っ
き
り
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
道

標
の
隣
に
案
内
碑
が
あ
り
、
以
前
50
ｍ
ほ
ど
違
う

場
所
に
あ
っ
た
の
を
、
平
成
16
年
９
月
に
現
在

地
に
移
設
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
他

に
、
道
志
る
べ
を
創
建
し
た
世
話
人
の
一
人
に

血
洗
島
渋
沢
宗
助
と
い
う
名
前
が
記
さ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
方
は
有
名
な
渋
沢
栄
一
の
本
家
の

祖
父
に
当
た
る
方
で
し
た
。
公
園
内
に
ひ
っ
そ

り
と
あ
り
、
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
訪
ね
な
け

れ
ば
、
地
味
で
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
か
め
の
道
公
園
」
は
、
東
武
鉄
道
熊
谷
線

（
昭
和
18
年
開
業
、
昭
和
58
年
に
廃
線
）
が
走

っ
て
い
た
敷
地
跡
に
つ
く
ら
れ
た
公
園
で
、
廃

止
前
の
列
車
が
愛
称
「
カ
メ
号
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
「
か
め
の
道
公
園
」
と
し
て

名
づ
け
ら
れ
て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
公

園
の
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
秩
父
地
域
が
大
層
栄
え
て
い
た

こ
と
、
秩
父
往
還
が
公
用
の
道
、
絹
を
中
心
と

し
た
商
業
の
道
、
江
戸
の
人
々
の
巡
礼
の
道
と

し
て
の
賑
わ
い
の
歴
史
が
現
在
の
秩
父
に
繋
が

っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

江
戸
か
ら
明
治
の
頃
、
秩
父
の
養
蚕
や
セ
メ

ン
ト
そ
し
て
林
業
な
ど
が
隆
盛
で
あ
っ
た
歴
史

も
、
秩
父
往
還
に
よ
っ
て
人
や
物
の
往
来
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
江
戸
・
東
京
の
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

秩
父
に
多
く
の
方
に
き
て
い
た
だ
き
、
秩
父

の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
森
づ
く
り
整
備
を
す
す
め
、
自
然
豊

か
な
秩
父
に
少
し
で
も
協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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「
秩
父
往
還
道
志
る
べ
」
と
い
う
と
、

「
ん
？
何
か
な
ぁ
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

街
道
と
い
う
と
旅
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

と
思
い
ま
す
。
街
道
の
意
義
は
、
①
移
動

手
段
で
あ
る
こ
と
、
②
宿
場
と
宿
場
を
つ

な
ぐ
街
道
を
通
じ
て
物
流
の
移
動
な
ど
交

易
的
な
経
済
・
商
業
活
動
が
行
わ
れ
、
そ

こ
に
人
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
③
も
う

一
つ
重
要
な
の
は
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
の
様
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
街
道

を
通
し
て
馬
を
走
ら
せ
る
と
か
、
人
足
を

走
ら
せ
る
こ
と
が
最
も
早
い
情
報
の
伝
達

手
段
で
し
た
。
街
道
は
情
報
シ
ス
テ
ム
と

し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
④
軍
事
行
動
と
し
て
街
道
は
重
要
な

存
在
で
し
た
。
大
軍
を
移
動
さ
せ
る
た
め

に
は
街
道
を
通
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
③

情
報
シ
ス
テ
ム
と
④
軍
事
行
動
は
一
般
庶

民
に
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、
江
戸
幕
府

の
交
通
政
策
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
主

眼
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

一
般
庶
民
に
は
、
「
旅
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
一
番
で
し
た
。
江
戸
幕
府
と
し
て

は
二
の
次
で
、
関
ヶ
原
合
戦
の
直
後
、
街

道
の
整
備
が
最
大
の
課
題
で
し
た
。
大
坂

に
は
豊
臣
秀
頼
、
反
徳
川
勢
力
が
い
て
第

二
の
関
ヶ
原
が
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
実
際
に
大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣
が
起

き
る
訳
で
す
が
、
大
坂
の
情
報
を
い
か
に

入
手
す
る
か
が
大
事
で
、
そ
の
た
め
街
道

の
整
備
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら

最
初
に
東
海
道
、
次
い
で
中
山
道
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、
い
ち
早
く
軍
事
行
動
を
起
こ
す
か
が

重
要
だ
っ
た
の
で
す
。
秩
父
往
還
は
①
移

動
手
段
と
②
交
易
な
ど
の
経
済
・
商
業
活

動
の
方
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
場
の
意
義
は
①
宿
泊
す
る
機

能
を
提
供
す
る
場
所
、
旅
人
が
休
む
場
所

で
、
③
情
報
シ
ス
テ
ム
と
④
軍
事
行
動
の

意
味
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
②
交
易
な
ど

の
経
済
・
商
業
活
動
の
場
と
し
て
の
機
能

が
あ
り
、
そ
こ
に
人
が
集
ま
り
ま
す
。
宿

場
で
は
多
く
の
市
が
開
か
れ
、
周
辺
の

村
々
の
農
産
物
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
街

道
と
宿
場
の
整
備
は
、
領
主
の
領
国
支
配

の
重
要
な
政
策
の
一
つ
で
し
た
。
経
済
活

動
の
発
展
に
よ
り
人
々
が
い
な
く
な
る
の

を
防
ぐ
こ
と
が
幕
府
に
と
っ
て
も
重
要
で

し
た
。
五
街
道
の
整
備
は
、
大
変
重
要
だ

っ
た
の
で
す
。
東
海
道
、
中
山
道
、
甲
州

道
中
、
日
光
道
中
、
奥
州
道
中
が
五
街
道

で
す
。
本
を
読
む
と
、
人
偏
が
付
い
て
い

る
中
や
山
を
書
く
仲
山
道
や
中
仙
道
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
正
式
に
は
「
中
山

道
」
と
書
き
ま
す
。
日
光
街
道
、
奥
州
街

道
と
言
い
ま
す
が
、
日
光
も
奥
州
と
も
海

沿
い
を
通
り
ま
せ
ん
の
で
、
「
日
光
道

中
」
、
「
奥
州
道
中
、
「
甲
州
道
中
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
秩
父
往
還
は
五
街
道
に
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
秩
父
往
還
に
は
熊
谷
か
ら
入

っ
て
行
く
道
、
五
日
市
街
道
か
ら
入
っ
て

行
く
道
、
勝
沼
、
塩
山
辺
り
か
ら
入
る
道

な
ど
色
々
な
道
が
あ
り
ま
す
。
脇
往
還
と

は
、
五
街
道
中
心
と
し
た
幕
府
道
中
奉
行

所
（
今
の
国
土
交
通
省
）
が
管
轄
し
た
以

外
の
主
要
街
道
の
こ
と
で
す
。
大
名
領
で

独
自
に
街
道
を
整
備
し
た
道
で
す
。
五
街

道
以
外
に
も
並
木
や
一
里
塚
、
宿
場
な
ど

の
整
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
域
で

は
、
秩
父
往
還
、
八
王
子
千
人
同
心
道

（
別
名
日
光
脇
往
還
）
、
川
越
街
道
、
赤

山
街
道
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

日
高
市
か
ら
鶴
ヶ
島
に
か
け
て
松
並
木

が
残
っ
て
い
ま
す
。
八
王
子
千
人
同
心
道

の
名
残
り
で
す
。
八
王
子
千
人
同
心
道
は

吹
上
か
ら
行
田
を
抜
け
て
、
館
林
、
壬

生
、
日
光
の
方
へ
向
か
っ
て
行
く
道
で

す
。
八
王
子
千
人
同
心
と
は
い
わ
ゆ
る
旧

武
田
の
家
臣
で
す
。
小
仏
峠
を
超
え
た
所

に
関
所
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
関

所
の
先
、
八
王
子
に
旧
武
田
の
家
臣
を
住

ま
わ
せ
た
。
万
一
旧
武
田
の
家
臣
が
集
ま

っ
て
徳
川
の
江
戸
を
攻
め
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
徳
川
に
下
っ
た
旧
武
田
の
家
臣
た
ち

を
八
王
子
に
住
ま
わ
せ
、
旧
武
田
家
の
反

乱
に
対
し
て
旧
武
田
の
家
臣
同
士
を
戦
わ

せ
て
防
ご
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
時
代
が
経
つ
と
そ
ん
な
心
配

は
い
ら
な
く
な
っ
た
。
八
王
子
千
人
同
心

ら
は
何
も
す
る
事
が
な
い
の
で
、
半
農
な

ど
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
幕
府
は

日
光
東
照
宮
を
造
り
、
暇
に
な
っ
た
千
人

講
師　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館　

主
任
専
門
員
兼
学
芸
員

秩
父
往
還
道
志
る
べ

公
開
講
座 （
平
成
三
十
年
十
二
月
九
日
）

街
道
と
宿
場
の
意
義

脇
往
還
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同
心
に
東
照
宮
の
火
の
番
、
消
防
隊
の
役

目
を
命
じ
た
の
で
す
。
八
王
子
か
ら
日
光

ま
で
消
防
の
為
に
通
わ
せ
、
三
か
月
な
い

し
半
年
で
交
代
す
る
の
で
す
が
、
彼
ら
が

八
王
子
か
ら
日
光
に
向
か
う
道
を
八
王
子

千
人
同
心
道
と
言
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が

日
光
脇
往
還
で
す
。

　

秩
父
往
還
は
、
五
街
道
の
よ
う
に
正
式

な
名
前
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
資
料
や

古
文
書
を
み
て
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
秩
父

甲
州
往
還
、
甲
州
裏
街
道
な
ど
様
々
で

す
。
ま
た
、
ル
ー
ト
と
区
間
に
よ
っ
て
名

称
が
異
な
り
ま
す
。
秩
父
市
に
あ
る
秩
父

大
宮
が
最
終
目
的
地
で
す
が
、
そ
こ
へ
繋

が
る
道
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
道
が
熊
谷
通
（
熊
谷
道
）
・

江
戸
道
で
す
。
熊
谷
か
ら
今
の
秩
父
鉄

道
、
国
道
140
号
線
に
沿
っ
た
道
で
す
。
こ

れ
が
メ
イ
ン
通
り
で
す
。
あ
と
は
定
峰

峠
、
粥
仁
田
峠
を
越
え
て
小
川
か
ら
川
越

へ
行
く
川
越
道
。
正
丸
峠
越
え
の
道
は
吾

野
道
・
江
戸
道
で
す
。
こ
れ
は
峠
越
え
が

あ
る
の
で
や
や
難
所
で
す
が
、
江
戸
か
ら

秩
父
に
入
る
最
も
短
い
道
で
す
。
江
戸
の

人
達
が
秩
父
札
所
巡
礼
の
た
め
川
越
道
、

吾
野
道
を
よ
く
利
用
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
秩
父
か
ら
甲
州
へ
向
か
っ
て

雁
坂
峠
を
越
え
る
雁
坂
道
・
甲
州
道
。
上

州
か
ら
秩
父
大
宮
に
向
か
っ
て
来
る
絹
の

道
と
言
わ
れ
て
い
る
上
州
道
。
こ
れ
ら
を

総
称
し
て
秩
父
往
還
と
言
い
ま
す
。

　

秩
父
往
還
の
目
的
で
す
が
、
メ
イ
ン
の

熊
谷
通
（
熊
谷
道
）
は
公
用
の
道
と
し
て

の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
行
田
の
忍
藩
の

領
域
は
、
国
道
140
号
線
に
沿
っ
て
ず
っ
と

西
の
秩
父
の
方
へ
伸
び
て
い
ま
し
た
。
秩

父
大
宮
に
忍
出
張
所
で
あ
る
代
官
所
を
置

い
た
。
代
官
所
支
配
の
執
務
の
往
来
に
利

用
し
た
の
が
熊
谷
通
で
す
。
も
う
一
つ
熊

谷
通
は
、
平
坦
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
道
だ
っ

た
の
で
巡
礼
の
道
と
し
て
利
用
し
ま
し

た
。

　

川
越
通
・
吾
野
通
（
名
栗
通
）
は
峠
越

え
に
な
り
ま
す
が
、
巡
礼
の
道
と
し
て
江

戸
時
代
に
栄
え
ま
し
た
。
元
は
33
ケ
寺
で

あ
っ
た
が
西
国
・
坂
東
・
秩
父
を
合
わ
せ

て
100
ケ
寺
と
す
る
た
め
に
秩
父
に
１
ケ
寺

増
え
て
34
ケ
寺
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
の

札
所
巡
礼
の
盛
行
に
よ
り
、
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
当
初
の
番
付
の
順
番
が
変

わ
り
ま
し
た
。
江
戸
に
近
く
、
関
所
も
な

く
非
常
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吾
野
道
、
上
州
道
は
、
上
州
の
絹
、
秩

父
の
絹
を
八
王
子
に
持
っ
て
行
き
、
幕
末

明
治
に
な
る
と
横
浜
へ
持
っ
て
行
く
道

で
、
日
本
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
言
わ
れ
た

道
で
す
。
さ
ら
に
甲
州
か
ら
武
州
の
間
を

往
来
す
る
商
人
が
通
っ
た
道
が
、
雁
坂

道
、
甲
州
道
で
す
。

　

熊
谷
通
の
ス
タ
ー
ト
は
、
国
道
17
号
線

沿
い
の
石
原
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
石
原

か
ら
国
道
140
号
線
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
、
秩
父

鉄
道
を
縫
う
よ
う
に
通
っ
て
い
く
道
が
熊

谷
通
で
す
。
そ
の
先
は
寄
居
に
入
っ
て
い

き
、
波
久
礼
の
部
分
で
一
部
山
に
入
り
ま

す
が
、
殆
ど
今
の
国
道
140
号
線
と
変
わ
ら

な
い
道
で
す
。
寄
居
の
先
で
一
部
峠
道
に

入
る
道
が
あ
り
ま
す
。
鉢
形
城
の
脇
を
ぬ

け
て
釜
伏
峠
を
越
え
て
行
く
道
で
、
途
中

関
所
の
跡
も
あ
り
、
今
も
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。
釜
伏
神
社
の
人
が
関
所
を
担
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
の
平

草
に
は
、
一
里
塚
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
山
道
を
越
え
て
行
く
と
粥
仁
田
峠
を

越
え
る
川
越
道
と
繋
が
り
ま
す
。

　

さ
て
熊
谷
の
石
原
に
は
、
道
標
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
道
の
拡
幅
で
移
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
道
標
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
ま
す
。
写
真
右
側
の
道
標
は
、
秩
父

三
山
の
一
番
手
前
の
「
宝
登
山
道
」
へ
の

道
標
で
す
。
「
是
よ
り
八
里
十
五
丁
、
弘

化
四
年
（
１
８
４
７
年
）
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
真
ん
中
に
大
き
な
道
標
が
あ

り
、
「
秩
父
観
音
順
禮
道
」
、
秩
父
34
箇

所
の
札
所
の
為
で
す
。
「
一
は
ん
四
万
部

寺
へ
た
い
ら
み
ち
十
一
里
、
安
政
五
年

（
１
８
５
８
年
）
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
他
の
道
は
起
伏
が
あ
る
の
で
す
が
熊

谷
通
に
関
し
て
は
平
ら
で
あ
る
と
い
う
事

が
分
か
り
ま
す
。
左
の
道
標
に
は
「
ち
ち

ぶ
道
」
、
「
志
ま
ぶ
へ
十
一
里　

明
和
三

年
（
１
７
６
６
年
）
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
地
元
石
原
村
が
建
て
た
も
の
で
す
。

熊
谷
通
が
宝
登
山
信
仰
や
秩
父
札
所
34
ケ

所
へ
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　　

熊
谷
通
は
忍
藩
の
役
人
が
通
る
た
め
の

道
で
す
が
、
庶
民
に
と
っ
て
は
秩
父
三
山

と
秩
父
観
音
巡
礼
と
し
て
使
わ
れ
た
道
で

秩
父
往
還
の
名
称・目
的

熊
谷
道

3
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間
違
い
が
な
い
わ
け
で
す
。
宝
登
山
神

社
、
秩
父
神
社
、
三
峰
神
社
へ
は
中
世
か

ら
古
い
信
仰
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
お
参
り

す
る
事
は
一
つ
の
目
的
だ
っ
た
の
で
す
。

秩
父
札
所
は
室
町
時
代
の
番
付
が
残
っ
て

い
て
、
成
立
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
関
所
を
超
え
な
い
庶
民

信
仰
と
行
楽
（
娯
楽
）
要
素
が
魅
力
と
な

り
、
江
戸
中
期
に
は
４
～
５
万
人
の
参
詣

者
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
関
所
を
越
え
る

事
は
大
変
嫌
が
ら
れ
、
特
に
女
性
は
そ
う

だ
っ
た
。
男
性
は
関
所
改
め
と
言
っ
て
も

ほ
と
ん
ど
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
関
所
手
形
を

持
っ
て
い
て
も
見
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
。
女
性
は
「
入
り
鉄
炮
に
出
女
」
と
い

う
こ
と
で
、
人
質
に
取
っ
た
外
様
大
名
の

奥
方
が
江
戸
か
ら
出
て
行
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
事
で
、
特
に
女
性
に
対
し
て
厳

し
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
女
性
た
ち
が
、

関
所
を
越
え
な
い
で
行
け
る
秩
父
三
山
と

秩
父
観
音
巡
礼
は
、
庶
民
の
身
近
な
楽
し

み
と
し
て
非
常
に
人
気
が
あ
り
、
人
の
往

来
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
札
所
案
内
図
と

し
て
、
墨
刷
り
で
正
丸
峠
や
秩
父
地
域
の

絵
図
が
描
か
れ
た
冊
子
も
い
ろ
い
ろ
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

宝
登
山
神
社
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
ガ
イ
ド
に
も
載
っ
た
と
い
う
事
で
有

名
で
す
が
、
昔
も
秩
父
三
山
の
一
番
手
前

に
あ
り
参
詣
者
が
多
か
っ
た
。
日
本
武
尊

が
、
山
中
に
向
か
う
時
に
火
事
に
遭
う
。

そ
の
時
に
神
犬
オ
オ
カ
ミ
が
出
て
来
て
火

を
止
め
た
と
い
う
の
で
火
止
山
（
ほ
ど
さ

ん
）
と
い
い
、
や
が
て
縁
起
の
い
い
宝
の

山
に
登
る
と
い
う
字
が
あ
て
ら
れ
て
宝
登

山
に
な
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
神
仏
分
離

と
い
う
事
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
玉

泉
寺
と
い
う
お
寺
が
、
宝
登
山
神
社
と
並

ん
で
あ
り
ま
す
。
弘
法
大
師
の
霊
山
と
し

て
空
円
と
い
う
人
が
開
山
し
た
。
ど
ち
ら

も
残
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
特
徴
的
で

す
。
信
仰
と
し
て
神
奈
備
山
、
火
を
止
め

る
宝
登
山
は
火
防
盗
難
除
け
と
し
て
北
関

東
か
ら
江
戸
に
か
け
て
非
常
に
信
仰
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
瀞
と
い
う
名
勝
は
、
い
つ
な
っ
た
の

か
。
江
戸
時
代
の
旅
行
記
を
読
ん
で
も
長

瀞
は
出
て
来
な
い
。
今
長
瀞
は
天
下
の
景

勝
地
と
し
て
観
光
客
も
多
い
。
明
治
に
な

っ
て
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
が
、
岩
畳
を
見
て
地

質
学
的
に
地
球
の
窓
と
言
っ
て
一
躍
注
目

を
浴
び
て
長
瀞
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

古
い
鉄
道
地
図
に
は
秩
父
鉄
道
の
駅
は
宝

登
山
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
の
ち
に
長

瀞
駅
に
変
更
し
た
の
で
す
。

　

長
瀞
を
過
ぎ
、
秩
父
道
を
行
き
ま
す
と

大
野
原
の
手
前
に
聖
神
社
と
和
銅
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
教
科
書
に
も
和
同
開
珎
が
出

て
き
ま
す
。
近
年
和
同
開
珎
よ
り
古
い
と

言
わ
れ
て
い
る
富
本
銭
が
出
て
影
が
薄
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
和
銅
遺
跡
は
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
聖
神
社
は

国
道
140
号
か
ら
直
ぐ
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
て
黄
色
い
幟
が
あ
り
、
参
拝
に
来
ら

れ
た
人
は
金
が
溜
ま
る
と
い
う
事
で
宝
く

じ
を
持
っ
て
行
っ
て
拝
ん
で
も
ら
う
。
聖

神
社
か
ら
和
同
開
珎
の
碑
ま
で
少
し
歩
き

ま
す
が
、
非
常
に
大
き
な
モ
ニ
メ
ン
ト
や

採
掘
の
跡
も
残
っ
て
い
ま
す
。
和
同
開
珎

は
慶
雲
五
年
に
和
銅
が
産
出
し
、
朝
廷
に

献
上
さ
れ
た
。
採
掘
さ
れ
た
露
天
掘
り
の

跡
が
、
埼
玉
県
指
定
旧
跡
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

秩
父
往
還
で
和
銅
遺
跡
を
過
ぎ
て
大
野

原
の
手
前
に
、
高
麗
門
と
書
い
て
「
こ
ま

り
門
」
と
い
う
立
派
な
門
が
あ
り
ま
す
。

上
に
は
大
屋
根
が
掛
か
っ
て
い
る
旧
家
で

す
。
こ
の
門
を
開
門
す
る
と
災
難
が
あ
る

の
で
「
こ
ま
り
門
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
伝
で
は
、
幕
府
の
役
人
が
来
た
時

に
だ
け
開
け
る
門
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
態
と
し
て
幕
府
の
役
人
は
早
々
来

ま
せ
ん
の
で
、
秩
父
の
代
官
所
に
行
く
忍

藩
の
役
人
が
こ
こ
で
休
ん
だ
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
ま
り
門
は
、
こ
の

街
道
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。
寛
文
三
年
（
１

６
６
３
年
）
江
戸
の
初
め
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
秩
父
市
の
指
定
文
化
財
で
す
。

　

秩
父
神
社
は
、
旧
国
幣
小
社
で
秩
父
三

山
の
中
心
に
な
り
ま
す
。
秩
父
神
社
は
八

意
思
兼
命
（
ご
こ
ろ
お
も
い
か
ね
の
み
こ

と
）
知
夫
彦
命
（
ち
ち
ぶ
ひ
こ
の
み
こ

と
）
天
之
御
中
主
神
（
あ
め
の
み
な
か
ぬ

し
の
か
み
）
秩
父
宮
雍
仁
親
王
（
ち
ち
ぶ

の
み
や
や
す
ひ
と
し
ん
の
う
）
が
祭
神
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
第
十
代
崇
神
天
皇

の
時
代
に
、
知
知
夫
国
の
初
代
国
造
に
任

命
さ
れ
た
八
意
思
兼
命
の
十
世
の
子
孫
で

あ
る
知
知
夫
彦
命
が
、
祖
神
を
お
祀
り
し

た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
秩
父
夜
祭
は
有
名
で
、
平
成
28
年

12
月
１
日
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
に
な
り
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
財
は
世
界
遺
産
の
一
部
で
す
。
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。
京

都
の
祇
園
祭
、
飛
騨
の
高
山
祭
と
共
に
日

本
三
大
曳
山
祭
り
と
し
て
有
名
で
す
。
寛

文
年
間
に
す
で
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
は
記
録
に
は
残
っ
て

い
な
い
。

　

秩
父
大
宮
で
は
、
秩
父
絹
大
市
（
き
ぬ

の
た
か
ま
ち
）
と
し
て
秩
父
で
大
き
な
絹

の
取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秩
父
往
還
の

全
て
の
道
は
、
こ
の
市
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
秩

父
神
社
の
妙
見
様
（
女
神
）
、
武
甲
山
の

龍
神
様
（
男
神
）
が
一
年
に
一
度
、
12
月

３
日
に
逢
う
と
い
う
祭
り
で
す
。
二
台
の

笠
鉾
と
四
台
の
屋
台
の
引
き
回
し
が
あ

り
、
非
常
に
凄
い
祭
り
で
す
。
秩
父
の
忍
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藩
代
官
所
所
跡
は
、
今
の
埼
玉
県
の
役
所

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
熊
谷
通

の
最
終
的
な
目
的
地
で
す
。

　

寛
文
三
年
（
１
６
６
３
年
）
、
秩
父
夜

祭
が
始
ま
っ
た
頃
、
つ
ま
り
こ
ま
り
門
が

出
来
た
頃
で
す
け
れ
ど
、
鉢
形
領
と
と
も

に
秩
父
郡
内
27
カ
村
、
そ
の
後
22
カ
村
に

な
り
ま
す
が
、
忍
藩
領
と
な
り
ま
す
。
忍

藩
領
は
い
わ
ゆ
る
東
西
に
長
い
支
配
地

で
、
行
田
に
あ
っ
て
東
は
所
領
が
な
く
殆

ど
西
の
方
だ
っ
た
。
そ
の
為
秩
父
に
代
官

所
を
置
い
て
秩
父
を
支
配
し
た
訳
で
す
。

代
官
は
二
名
以
上
で
、
交
代
で
勤
務
し
、

非
番
の
時
は
忍
城
に
戻
り
ま
し
た
。
郡
奉

行
や
勘
定
奉
行
の
支
配
下
と
い
う
こ
と

で
、
地
方
支
配
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
他

領
の
代
官
と
区
別
す
る
た
め
に
「
秩
父
代

官
」
「
秩
父
領
御
懸
御
代
官
」
と
い
名
称

で
し
た
。

　

秩
父
大
宮
は
当
時
ど
う
で
あ
っ
た
か
と

い
う
と
、
明
治
４
、
５
年
の
も
の
で
千
葉

県
の
佐
倉
市
の
方
で
秩
父
の
札
所
巡
り
を

し
た
時
に
描
い
た
絵
が
あ
り
ま
す
。
明
治

初
め
で
す
か
ら
、
殆
ど
江
戸
と
変
わ
ら
な

い
道
中
記
絵
を
自
分
で
絵
を
描
い
て
残
し

て
い
ま
す
。
大
宮
本
宮
は
、
秩
父
の
中
心

地
で
す
か
ら
賑
や
か
で
人
の
往
来
も
凄
い

で
す
。
馬
が
荷
物
を
運
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
柳
も
連
な
っ
て
秩
父
大
宮
と
言
わ
れ

る
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
大
き
な
町
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

秩
父
絹
大
市
（
き
ぬ
の
た
か
ま
ち
）
と

し
て
江
戸
の
初
め
か
ら
秩
父
地
方
に
は
絹

の
生
産
が
盛
ん
で
し
た
。
大
宮
郷
に
一
・

六
の
六
斎
市
と
い
っ
て
、
一
と
六
の
付
く

日
に
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
周
辺
の

長
瀞
の
本
野
上
村
は
二
と
七
、
秩
父
市
に

合
併
し
ま
し
た
け
れ
ど
下
吉
田
村
で
は
三

と
八
、
小
鹿
野
で
は
五
と
十
に
絹
市
開
か

れ
て
い
た
。
商
人
は
大
宮
郷
か
ら
、
二
に

本
野
上
、
三
で
下
吉
田
、
五
で
小
鹿
野
に

行
き
、
ま
た
秩
父
大
宮
に
戻
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
絹
の
市
場
圏
を
形
成
し
て
い

た
。
そ
う
い
っ
た
市
が
開
か
れ
て
い
た
の

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
こ
の
他
に
寄
居
、

川
越
、
青
梅
、
八
王
子
で
大
き
な
市
が
開

か
れ
、
こ
の
秩
父
大
宮
か
ら
通
る
道
を
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
言
わ
れ
た
訳
で
す
。

　

武
甲
山
は
、
石
灰
岩
の
山
で
大
分
削
ら

れ
て
し
ま
っ
て
、
本
当
の
頂
上
に
は
セ
メ

ン
ト
会
社
の
塀
が
あ
っ
て
行
け
ま
せ
ん
。

秩
父
の
象
徴
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
武
甲

山
は
名
所
で
あ
り
巡
礼
の
地
図
に
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
日
本
武
尊
が
自
ら
甲
を
こ

の
山
の
岩
室
に
奉
納
し
た
と
い
う
伝
説

が
、
元
禄
時
代
の
頃
か
ら
定
着
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
程
古
く
な
く
後
付
け
さ
れ
た

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
秩
父
神
社
の
神
奈

備
山
、
武
甲
山
に
は
男
神
が
い
る
と
し
て

崇
め
ら
れ
た
。
明
治
33
年
の
測
量
で
は
標

高
は
１
，
３
３
６
ｍ
を
記
録
し
た
が
、
山
頂

付
近
も
採
掘
が
進
め
ら
れ
た
た
め
三
角
点

が
移
転
さ
せ
ら
れ
、
昭
和
52
年
に
は
標
高

が
１
，
２
９
５
ｍ
と
さ
れ
た
。
平
成
14
年
に

改
め
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
標
高
１
，
３
０

４
ｍ
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
山
頂
に
は
、

武
甲
山
御
嶽
神
社
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま

す
。
『
秩
父
日
記
』
（
県
立
熊
谷
図
書
館

蔵
）
に
武
甲
山
は
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て

い
ま
す
。
木
が
う
っ
そ
う
と
し
て
生
い
茂

っ
て
い
る
。
『
三
峰
山
紀
行
書
』
（
県
立

熊
谷
図
書
館
蔵
）
に
も
武
甲
山
が
描
か
れ

て
い
て
、
尖
っ
た
山
の
形
と
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
熊
谷
通
に
は
、
バ
イ
パ
ス
的
な
峠

道
が
あ
り
ま
す
。
寄
居
の
街
中
か
ら
川
を

渡
っ
て
鉢
形
城
を
通
っ
て
峠
道
を
上
が
っ

て
行
く
と
釜
伏
峠
に
到
る
道
で
す
。
秩
父

へ
向
か
う
平
ら
な
道
に
比
べ
れ
ば
起
伏
が

あ
る
が
短
い
と
い
う
事
で
、
忍
藩
の
役
人

は
こ
ち
ら
を
通
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
川
を
迂
回
し
な
い
の
で
短
距

離
で
行
け
る
わ
け
で
す
。
峠
道
の
特
徴
で

す
け
れ
ど
も
道
幅
は
二
間
程
度
と
狭
い
。

秩
父
往
還
は
三
間
、
広
い
所
で
は
四
間
あ

り
ま
す
。
馬
に
乗
っ
て
や
っ
と
す
れ
違
い

が
出
来
る
ぐ
ら
い
の
道
幅
し
か
な
い
。
峠

道
に
は
宿
場
は
な
い
の
で
、
村
々
に
馬
を

利
用
し
ま
し
た
。

　

秩
父
巡
礼
の
人
達
も
少
し
で
も
早
く
着

き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、

途
中
か
ら
大
野
原
、
三
沢
、
定
峰
峠
、
粥

仁
田
峠
、
釜
伏
峠
を
越
え
て
小
川
、
松

山
、
川
越
を
結
ぶ
川
越
道
も
利
用
し
ま
し

た
。
参
詣
巡
礼
者
が
利
用
す
る
た
め
に
木

賃
宿
や
茶
店
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
釜
山
神
社
が
釜

伏
峠
の
麓
に
は
あ
り
、
関
所
を
設
け
て
い

ま
し
た
。
通
行
人
の
関
所
改
め
を
す
る
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
旅
人
の
安
全
を

見
守
る
為
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
手
形
が
残
っ
て

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
不
審
者
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
釜

山
神
社
の
直
ぐ
脇
で
社
家
が
管
理
し
、
通

行
税
を
取
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
明

治
ぐ
ら
い
ま
で
に
10
畳
ぐ
ら
い
の
建
物
が

あ
り
、
関
所
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
搦

め
手
長
刀
が
釜
伏
神
社
に
残
っ
て
い
ま

す
。
今
は
立
て
札
や
関
所
跡
の
案
内
板
が

残
っ
て
い
ま
す
。

吾
野
道
は
所
沢
、
入
間
を
越
え
て
、
二
手

に
分
か
れ
ま
す
。
飯
能
か
ら
下
名
栗
、
妻

坂
峠
を
越
え
て
行
く
道
と
、
国
道
299
号
線

に
沿
っ
た
も
の
で
吾
野
を
越
え
て
足
腰
神

仏
で
知
ら
れ
て
い
る
子
の
権
現
、
正
丸
峠

を
越
え
て
行
く
道
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
か

ら
秩
父
に
入
る
に
は
距
離
が
短
い
と
い
う

吾
野
道・甲
州
道
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事
で
、
秩
父
札
所
巡
礼
の
時
も
川
越
道
と

共
に
こ
の
道
は
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
妻

坂
峠
を
越
え
る
方
は
、
距
離
が
長
い
の
で

す
け
れ
ど
正
丸
峠
よ
り
は
通
り
や
す
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
武
甲
山
に
続
く
巡

礼
の
道
で
す
。　

　

江
戸
の
商
人
た
ち
は
、
こ
の
道
を
通
っ

て
秩
父
を
抜
け
て
雁
坂
越
え
を
し
た
よ
う

で
す
。
秩
父
大
宮
を
通
っ
て
、
国
道
140
号

線
に
沿
っ
て
、
橋
立
の
鍾
乳
洞
、
三
峰

口
、
大
達
原
、
落
合
、
そ
し
て
栃
本
、
雁

坂
峠
へ
と
続
く
道
が
甲
州
道
で
す
。
今
は

彩
甲
斐
街
道
と
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
で
山
梨

県
側
へ
抜
け
て
い
ま
す
。
江
戸
か
ら
甲
州

へ
抜
け
る
道
と
し
て
は
、
最
短
距
離
と
し

て
結
構
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
甲
州

道
中
の
裏
街
道
と
い
う
こ
と
で
甲
州
裏
街

道
、
秩
父
甲
州
街
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
吾
野
通
は
、
正
丸
峠
な
ど
険

峻
の
た
め
難
所
で
し
た
。
そ
の
た
め
熊
谷

通
り
か
ら
入
っ
て
行
く
方
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
多
少
脚
の
丈
夫
な
人
は
、
粥
仁

田
峠
と
か
定
峰
峠
、
釜
伏
峠
を
越
え
て
行

く
と
い
っ
た
方
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
吾

野
通
は
江
戸
か
ら
最
短
距
離
で
す
が
、
河

川
の
渡
渉
箇
所
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

只
、
子
の
権
現
天
龍
寺
は
足
腰
の
守
護
神

と
し
て
有
名
な
お
寺
な
の
で
、
そ
こ
に
立

ち
寄
り
参
拝
し
た
い
と
い
う
事
で
非
常
に

人
気
が
あ
っ
た
。
名
栗
通
は
、
妻
坂
峠
を

通
り
武
甲
山
の
す
ぐ
脇
を
通
る
道
で
歩
き

や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
２
里
ほ
ど
遠

距
離
だ
と
い
う
事
で
敬
遠
さ
れ
る
事
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

甲
州
道
に
は
、
栃
本
関
所
が
あ
り
ま
し

た
。
甲
州
道
中
の
小
仏
関
所
は
厳
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
何
か
心
配
事
の
あ
る
人
は

秩
父
の
方
を
通
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
武
州
と
甲
州
を
結
ぶ
商
人
の
往
来
は

あ
っ
た
が
そ
れ
程
多
く
は
な
か
っ
た
。
甲

斐
の
善
光
寺
、
秩
父
札
所
巡
り
だ
け
で
な

く
、
長
野
の
善
光
寺
信
仰
を
お
参
り
す
る

人
た
ち
も
よ
く
通
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昔
は
一
生
に
一
度
は
お
伊
勢
参
り
を
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
往
路
は
東
海
道
を

通
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
時
必
ず
信
州
の
善

光
寺
参
り
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
帰

路
は
中
山
道
を
通
っ
て
善
光
寺
を
お
参
り

し
て
い
ま
す
。
お
伊
勢
参
り
に
行
け
な
い

人
は
、
甲
斐
の
善
光
寺
に
お
参
り
し
て
い

ま
す
。
甲
斐
善
光
寺
に
往
来
す
る
時
に
使

っ
た
の
が
、
こ
の
甲
州
道
で
す
。
雁
坂
峠

は
、
険
峻
な
峠
で
あ
る
た
め
武
田
信
玄
も

雁
坂
峠
か
ら
武
州
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
旦
、
上
州
に
入
っ
て
か
ら
武
州
の
方
へ

南
下
し
て
い
ま
す
。
甲
州
道
の
贄
川
宿

は
、
秩
父
鉄
道
の
三
峰
口
駅
の
川
を
挟
ん

だ
対
岸
に
あ
り
国
道
140
号
線
よ
り
一
段
上

が
っ
た
所
で
宿
場
の
景
観
が
よ
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
両
神
、
小
鹿
野
に

向
か
う
道
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
き
な
宿

場
と
し
て
贄
川
宿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
先
を
行
き
ま
す
、
三
峯
山
道
と
な

り
ま
す
。
三
峯
山
と
は
上
に
山
を
書
く
。

三
峰
神
社
は
、
左
に
山
を
書
く
。
祭
神
と

し
て
、
伊
弉
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ

と
）
伊
弉
册
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

夫
婦
の
尊
が
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

る
。
創
建
は
、
日
本
武
尊
が
東
国
に
遣
わ

せ
ら
れ
た
時
、
甲
斐
国
（
山
梨
）
か
ら
上

野
国
（
群
馬
）
を
経
て
碓
氷
峠
に
向
か
わ

れ
る
途
中
、
三
峯
山
に
登
っ
た
。
尊
が
、

伊
弉
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
伊
弉

册
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）
の
二
神
を

社
に
造
営
し
て
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
ま
す
。
日
本
武
尊
が
東
国
を
巡
幸
さ
れ

た
時
、
雲
取
山
、
白
岩
山
、
妙
法
岳
の
三

山
が
高
く
美
し
く
連
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
「
三
峯
山
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
由
来
が

あ
り
ま
す
。
信
仰
で
す
け
れ
ど
、
寛
文
５

年
迄
越
生
山
本
坊
配
下
で
、
以
後
聖
護
院

直
末
に
な
り
三
峰
山
大
権
現
と
な
り
、
別

当
三
峰
山
観
音
院
高
雲
時
平
安
坊
と
し
て

聖
護
院
末
の
修
験
の
寺
だ
と
い
う
事
が
分

か
り
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
オ

オ
カ
ミ
信
仰
で
す
。
宝
登
山
も
そ
う
で

す
。
猪
鹿
・
火
防
除
け
オ
オ
カ
ミ
が
獣
害

を
追
い
払
う
と
い
う
事
で
す
。
女
人
禁
制

で
忌
火
（
い
み
び
）
の
神
社
で
す
。

　

『
武
蔵
志
』
と
い
う
、
江
戸
の
中
頃
に

埼
玉
の
名
所
や
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
や
、

地
名
の
地
誌
な
ど
謂
れ
を
書
い
た
本
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
三
峰
神
社
は
か
つ
て
は

繁
盛
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
贄
川
に
泊
ま

っ
て
休
み
群
集
し
て
隙
も
な
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
参
拝
者
が
集
ま
っ
た
が

次
第
に
衰
微
し
た
。
元
禄
の
頃
、
護
っ
て

い
た
老
僧
が
立
ち
退
こ
う
と
す
る
と
、
雌

雄
の
オ
オ
カ
ミ
が
道
を
塞
い
だ
の
で
垢
離

（
こ
り
）
の
為
に
下
山
す
る
の
だ
、
と
言

う
と
道
オ
オ
カ
ミ
は
道
を
開
け
た
。
し
か

し
、
こ
の
僧
は
気
に
な
っ
て
戻
っ
て
み
る

と
、
神
前
に
甲
州
金
三
分
が
置
か
れ
、
さ

っ
き
の
オ
オ
カ
ミ
が
奉
納
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
故
に
下
山
を
諦
め
た
と
こ
ろ
、

僧
の
才
覚
も
あ
り
次
第
に
繁
盛
し
た
と
い

う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

『
三
峯
山
道
中
絵
図
』
に
描
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
三
峯
山
絶
頂
の
図
と
し
て
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
頂
上
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
て
、
多
く
の
参
拝
者
が
い
る
事
が
分

か
り
ま
す
。
仁
王
門
か
ら
上
が
っ
て
行
く

様
子
が
、
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
日
向
山
太
陽
寺
は
強
石
組
所
在
で

元
々
は
袋
養
寺
（
た
い
よ
う
じ
）
と
書
か

れ
て
い
た
。
臨
済
宗
建
長
寺
末　

仏
国
国

師
が
開
山
し
た
。
『
武
蔵
志
』
の
中
に
絵

が
あ
り
、
新
大
滝
之
内
大
日
向
山
太
陽
寺

図
と
し
て
あ
り
ま
す
。
「
当
寺
は
山
中
に
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て
四
方
峰
高　

蓮
の
咲
き
た
る
が
如
故
に

蓮
花
峰
と
号
す　

寺
前　

谷
深
く
本
川
と

云
流
れ
あ
り　

深
山
こ
と
白
久
へ
三
里　

三
峰
山
へ
一
里
半
な
り　

世
に
髭
僧
と
も

女
人
と
も
呼
ぶ
」
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
に
「
武
州
秩
父
郡
東
女
人
高
野
（
寺

伝
）　

妙
見
三
峰
大
権
現
・
諏
訪
明
神
の

化
身
が
守
護
。
子
孫
繁
栄
、
疱
瘡
、
病
気

平
癒
」
、
い
わ
ゆ
る
天
然
痘
病
瘡
な
ど
健

康
成
就
の
御
利
益
を
受
け
る
事
が
出
来

る
。
こ
う
言
っ
た
事
が
太
陽
寺
に
行
け
ば

御
利
益
が
あ
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
古
く

言
わ
れ
て
参
詣
す
る
人
が
多
か
っ
た
。

　

甲
州
道
雁
坂
の
方
へ
向
か
っ
て
行
き
ま

す
と
、
栃
本
の
関
所
が
あ
り
ま
す
。
戦
国

時
代
武
田
氏
が
秩
父
に
進
出
し
た
時
、
主

要
な
街
道
で
あ
る
こ
と
と
、
武
州
か
ら
甲

斐
の
国
へ
攻
め
て
く
る
の
を
防
ぐ
為
に
山

中
氏
に
命
じ
て
関
所
を
置
い
た
。
不
審
者

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
。
慶
長
19
年
江
戸
時
代
に
入
っ
て
関
東

代
官
頭
伊
奈
忠
次
が
、
大
村
氏
を
番
士
に

任
じ
幕
末
ま
で
務
め
た
。
大
村
氏
が
残
し

た
古
文
書
や
『
大
滝
村
誌
』
の
歴
史
編
は

非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
大
村
氏
は
番

士
と
し
て
365
日
一
人
で
関
所
を
警
護
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
警
備
は
手
薄
だ
っ

た
。
何
か
あ
っ
た
時
に
は
突
破
さ
れ
て
し

ま
う
危
険
が
あ
る
。
寛
永
20
年
番
士
１
名

で
は
警
備
が
手
薄
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

た
め
旧
大
滝
村
麻
生
に
加
番
所
を
設
置
し

ま
し
た
。
関
所
を
通
る
人
々
の
事
前
の
チ

ェ
ッ
ク
、
予
備
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

手
形
に
は
、
関
所
手
形
と
往
来
手
形
が

あ
り
ま
す
。
関
所
手
形
は
、
特
定
の
関
所

を
通
る
証
明
書
で
す
。
往
来
手
形
は
い
つ

も
持
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
往
来
手

形
は
パ
ス
ポ
ー
ト
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の

た
め
旅
人
は
、
必
ず
往
来
手
形
を
持
っ
て

い
る
。
麻
生
加
番
所
は
、
往
来
手
形
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
所
で
し
た
。
勿
論
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
な
い
男
も
持
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性

は
更
に
関
所
手
形
も
持
っ
て
い
ま
す
。
麻

生
の
加
番
所
で
往
来
手
形
を
提
示
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
印
鑑
を
押
し
て
も
ら
い
証

明
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
持
っ
て
栃
本
関

所
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
る
事
が
出
来

る
。
あ
る
意
味
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
で
、
そ

れ
が
麻
生
加
番
所
の
役
割
で
し
た
。

　

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
甲
州
側
、
雁
坂
を

越
え
て
向
こ
う
側
の
川
浦
と
い
う
所
に
加

番
所
が
あ
っ
た
。
同
様
に
川
浦
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
印
鑑
を
も
ら
っ
て
、
栃
本
関
所
で

差
し
出
す
事
で
関
所
を
通
過
し
ま
し
た
。

栃
本
、
川
浦
、
麻
生
の
三
つ
で
一
つ
の
関

所
を
構
成
し
て
い
た
事
に
な
る
。
栃
本
は

大
村
氏
だ
け
で
し
た
が
、
麻
生
は
周
辺
の

村
人
た
ち
が
交
代
で
詰
め
て
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
た
。

　

現
在
関
所
の
役
宅
が
残
っ
て
い
ま
す
が

文
政
期
に
二
回
焼
失
し
ま
し
た
。
現
在
の

建
物
は
幕
末
の
再
建
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
元
々
は
平
屋
で
造
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
増
築
し
て
、
明
治
以
降
は
２

階
建
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
国
指

定
史
跡
で
す
。
甲
州
道
は
、
幅
一
間
半
ぐ

ら
い
の
道
幅
で
狭
い
。
旅
人
は
麻
生
の
加

番
所
で
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
印
鑑
を
も
ら

い
、
栃
本
関
所
を
通
っ
て
行
く
と
い
う
事

に
な
る
。

　

埼
玉
県
の
関
所
と
し
て
は
栃
本
関
所
、

栗
橋
に
あ
る
中
田
関
所
、
そ
の
二
つ
の
関

所
が
特
に
有
名
で
す
が
、
栗
橋
の
中
田
関

所
は
利
根
川
の
河
川
敷
内
に
あ
っ
て
、
址

の
碑
は
立
っ
て
い
ま
す
が
何
も
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
栃
本
の
関
所
は
、
埼
玉
県
で
は

関
所
の
唯
一
遺
構
と
し
て
大
変
貴
重
な
も

の
で
す
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
栃
本
関
所
の
絵
は
、
今
と

同
じ
塀
が
あ
っ
て
平
屋
の
建
物
が
あ
り
玄

関
は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
急
峻
な
場
所

に
建
て
た
わ
け
で
す
。
道
幅
も
狭
く
、
石

垣
の
下
は
す
ぐ
崖
に
な
っ
て
い
る
場
所
に

あ
っ
た
の
で
す
。
通
行
す
る
人
も
容
易
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
撮
影
に
行
っ
た
時
に
は
、
街
道
歩

き
を
し
て
い
る
人
達
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
古
道
歩
き
が
ブ
ー
ム
だ
と
い

う
事
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
秩
父
往
還
道

は
「
日
本
の
道
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
し
、
栃
本
関
所
付
近
は
非
常
に
風
情
の

あ
る
道
で
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
に
歩
い

て
み
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
責　

事
務
局
）
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胴囲：17.5ｃｍ
高さ：４ｍ20ｃｍ

胴囲：13.5ｃｍ
高さ：３ｍ50ｃｍ

　

今
年
度
の
下
半
期
ワ
ー
ク
は
、
参
加
者

は
７
名

(

う
ち
い
ず
み
高
校
山
岳
部
生
３

名)

で
あ
る
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
で
は
仁
田
小
屋
の
整
備

を
中
心
に
行
っ
た
。
仁
田
小
屋
は
林
業
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
林
業
の
管
理
小
屋

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
使
わ
れ
な
く
な
り
、

廃
墟
に
な
っ
て
い
た
そ
れ
を
２
０
０
３
年

に
我
々
が
改
修
し
今
は
、
百
年
の
森
づ
く

り
活
動
の
最
前
線
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
15
年
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
個
所
が
傷
ん
で
き
て
い
る
。
雨
ざ
ら
し

に
な
っ
て
い
た
玄
関
先
の
す
の
こ
と
縁
台

が
腐
り
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
の
で
撤
去

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
は
設
計
上
で
は

増
築
し
て
屋
根
の
下
に
な
る
計
画
だ
っ
た

が
、
予
算
と
工
期
の
関
係
で
追
加
工
事
が

で
き
ず
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
追
加
工
事
が
で
き
る
環
境
が

整
え
ら
れ
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
が
、
結
局

そ
う
は
な
ら
ず
、
撤
去
す
る
こ
と
に
し
た
。

２
０
１
８
年
度
下
半
期

和
名
倉
山
森
づ
く
り
報
告

和
名
倉
山
森
づ
く
り
事
業
担
当　

高 

岡 

正 

彦

６
月
16
・
17
日　
第
42
回 

植
林
ワ
ー
ク

（
仁
田
小
屋
整
備
・
植
林
地
候
補
地
下
見
）

　

和
名
倉
山
は
、
64
年
（
昭
和
39
年
）
と
69
年
（
昭
和
44
年
）
に
山
火
事
が
発
生
し
、
多
く
の
樹
木
を
焼
失
し
た
。
そ
の
跡
に
は
成
長
の
速
い
カ
ラ
マ
ツ
を
植
林

す
る
な
ど
、
山
の
復
興
が
図
ら
れ
た
。
同
時
期
、
林
業
の
衰
退
で
山
で
の
仕
事
も
少
な
く
な
り
往
来
が
激
減
し
、
多
く
の
ル
ー
ト
が
２
ｍ
以
上
の
ス
ズ
タ
ケ
で

覆
わ
れ
藪
の
山
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。　

　

そ
の
よ
う
な
和
名
倉
山
を
以
前
の
よ
う
な
水
を
育
む
山
に
復
元
す
る
た
め
に
、
97
年
埼
玉
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
が
活
動
を
始
め
た
。
そ
の

後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
百
年
の
森
づ
く
り
の
会
と
し
て
事
業
を
拡
大
し
て
、
00
年
ま
で
に
失
わ
れ
た
道
の
復
元
を
行
な
い
、
01
年
に
は
樹
木
の
生
長
が
遅
い
と
こ
ろ

に
、
和
名
倉
山
の
在
来
種
で
あ
る
ブ
ナ
の
苗
を
植
林
し
始
め
た
。
植
林
を
始
め
る
と
、
鹿
に
よ
る
食
害
に
悩
ま
さ
れ
、
植
林
よ
り
も
、
現
有
樹
木
を
守
る
ほ
う

が
先
と
考
え
、
現
在
は
現
有
樹
木
に
鹿
よ
け
ネ
ッ
ト
巻
く
作
業
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
03
年
に
は
旧
大
滝
村
村
有
林
の
管
理
小
屋
だ
っ
た
仁
田
小
屋
を
改
修
し

こ
の
事
業
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
小
屋
は
会
員
の
力
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
。

（
な
お
、
和
名
倉
山
は
山
頂
が
県
界
で
な
い
埼
玉
県
の
山
々
に
お
け
る
最
高
峰
で
あ
る
。
）

２
０
１
8
年
度
上
半
期

10
月
27
・
28
日　
第
43
回
植
林
ワ
ー
ク

（
仁
田
小
屋
お
よ
び
周
辺
整
備
・
仁
田
小
屋
沢
偵
察
）
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今
回
の
ワ
ー
ク
の
２
日
目
以
降
天
候
が
危

ぶ
ま
れ
る
の
で
、
主
に
偵
察
す
る
こ
と
に

し
た
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く

歩
い
た
仁
田
小
屋
沢
の
偵
察
に
入
っ
た
。

こ
の
沢
は
小
屋
を
少
し
上
が
る
と
伏
流

（
水
流
が
堆
積
物
の
下
に
な
っ
て
い
る
状

態
）
に
な
っ
て
い
る
。
所
々
で
に
じ
み
出

て
い
る
水
を
あ
て
に
し
て
い
る
の
か
、
動

物
の
踏
み
跡
、
フ
ン
を
た
く
さ
ん
確
認
で

き
る
。

　

仁
田
小
屋
沢
は
、
水
流
が
な
い
の
で
、

魚
な
ど
の
生
態
の
楽
し
み
は
期
待
で
き
な

い
。
し
か
し
、
実
は
、
結
構
う
ま
い
。
私

は
惣
小
屋
沢
の
源
頭
の
水
よ
り
う
ま
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

仁
田
小
屋
か
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
シ
ダ
ジ
イ
の
枯
れ
株
が
あ
る
。
こ
の
大

き
さ
は
そ
の
ま
ま
山
の
深
さ
を
感
じ
る
。

こ
の
大
き
さ
の
木
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
す

る
と
、
さ
ぞ
や
豊
か
な
森
だ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
姿
に
戻
る
に
は
何
年
か
か
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
先
も
沢
に
沿
っ
て
つ
め
上
が
れ
ば
、

仁
田
小
屋
の
頭
に
出
る
が
、
早
め
に
切
り

上
げ
る
た
め
に
沢
の
右
岸
を
高
巻
く
こ
と

に
し
た
。
急
斜
面
で
足
元
が
緩
く
、
ち
ょ

っ
と
閉
口
し
た
が
、
犬
ブ
ナ
平
付
近
に
出

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

和
名
倉
山
は
、
い
わ
ゆ
る
絶
景
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
自
然
が

作
り
出
し
た
傑
作
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い

な
い
。
見
方
・
味
わ
い
方
で
い
か
よ
う
に
も

映
し
出
さ
れ
る
。
楽
し
み
は
尽
き
な
い
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
に
先
立
ち
、
三
峰
神
社
の

奥
に
あ
る
三
峰
公
園
を
偵
察
し
た
。
こ
の

公
園
は
か
つ
て
あ
っ
た
三
峰
山
ロ
ー
プ
ー

ウ
エ
イ
の
駅
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ロ
ー
プ
ー
ウ
エ
イ
は
不
具
合
を
修
理
す
る
こ

と
が
で
き
ず
に
撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

カ
タ
ク
リ
な
ど
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
だ
が
、

最
近
は
来
客
が
な
く
寂
れ
て
い
る
。

　

こ
の
公
園
の
一
角
に
２
０
１
５
年
６
月
、

百
年
の
森
づ
く
り
の
会
が
所
有
す
る
ブ
ナ

60
本
を
植
樹
し
た
。
埼
玉
県
に
よ
る
「
み
ど

り
再
生
に
取
り
組
む
高
校
生
の
事
業
」
と

し
て
埼
玉
県
立
い
ず
み
高
校
生
が
植
樹
し

た
も
の
だ
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
活
着

せ
ず
枯
れ
て
し
ま
い
今
28
本
が
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
今
年
の
３
月
に
い
ず
み
高

校
の
独
自
の
活
動
で
50
本
の
ブ
ナ(

百
年
の

森
づ
く
り
の
会
所
有)

を
加
植
す
る
予
定
で

あ
る
。

今
後
こ
の
地
で
の
「
み
ど
り
保
全
・
再
生

活
動
」
を
百
年
の
森
づ
く
り
の
会
の
活
動

と
し
て
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
折

に
は
、
ま
た
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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2019年 活動スケジュール

■第12回通常総会・記念講演会
日時：6/2(日)午後2時から
場所：埼玉会館４A会議室
13 : 30　　　　   開場
14 : 00～14 : 50  第12回通常総会
15 : 00～16 : 30  記念講演会
16 : 45～18 : 30  懇親会

○6/9（日）常務理事会

■会報37号発行

○4/15（月）常務理事会

●5/20(月)理事会
 場所：未定

○8/18（日）常務理事会

○12/16（月）常務理事会

●11/18(月)理事会
 場所：未定

■会報38号発行

○10/21（月）常務理事会

◆第45回和名倉山ワーク
 日時：10/26(土)～27(日)
 集合：8 : 30/西武秩父駅

◆第44回和名倉山ワーク
 日時：5/25(土)～5/26(日)
 集合：8 : 30/西武秩父駅

◎福島県田村市植林状況調査
日時：6/30（日）
行程：未定

◆公開講座
 日時：11/10(日)
 会場：未定

◆宝登山下草刈作業
 日時：8/18(日)
 集合：9 : 00/宝登山
　　　　ロープウエイ駅前広場

◆宝登山下草刈作業
 日時：7/7(日)
 集合：9 : 00/宝登山
　　　　ロープウエイ駅前広場

◆宝登山下草刈作業
 日時：6/9(日)
 集合：9 : 00/宝登山
　　　　ロープウエイ駅前広場

◆宝登山　下刈作業
日時：5/12（日）　
集合：9 : 00/宝登山
　　　　ロープウエイ駅前広場




